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Sun Ray Connector for Windows OS
ご使用にあたって

Sun Ray™ Connector for Windows OS は、Sun がサポートする、Microsoft 認定の
端末サービスクライアントで、Microsoft Remote Desktop Protocol (RDP) Version 
5.2 に基づいています。これについては、『Sun Ray Connector for Windows OS イ
ンストールおよび管理マニュアル』に記載しています。便宜上、Sun Ray Connector 
for Windows OS を Sun Ray Connector とも呼びます。

SRSS 3.1 パッチの依存性および入手可
能性について

注 – サポートされるすべてのプラットフォームで Sun Ray Connector を正常に動作
可能にするバージョンのパッチは、Sun Ray Server Software 3.1 リリースイメージの 
Patches セクションにあります。このパッチがシステムにインストールされているこ
とを確認してください。

表 1 Sun Ray Connector の SRSS 3.1 パッチ番号

Solaris SPARC 120879-02

Solaris x86 120880-02

Linux 120881-02
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既知の問題
ここでは、最新の既知のバグを、回避方法がわかっている場合はそれとあわせて示し
ます。

バグ ID 6344683

Windows ターミナルサーバーセッションでシャドウユーティリティーを実行する
と、Solaris SPARC プラットフォームで uttsc がクラッシュします。

バグ ID 6345509

Sun Ray セッションで gedit または OpenOffice から Windows アプリケーション
への転送で、カット＆ペーストメニューオプションが正しく動作しません。

この問題は GNOME および StarSuite に関連するものであることが判明し、該当する
バグが登録されています。

この問題を回避するには、メニューオプションを使用する代わりに Ctrl-C および 
Ctrl-V を使用して、カット＆ペーストの操作を実行します。

バグ ID 6358380

複数のシリアルポートが切り替えられると、シリアルポートの切り替えは正しく動作
しません。

表 2 日本語キーボードのパッチ

Solaris 8 SPARC 111075-05

Solaris 9 SPARC 113764-04

Solaris 8 X86 113765-03

Solaris 9 X86 114539-02
2 Sun Ray Connector for Windows オペレーティングシステム  ご使用にあたって • 2006 年 5 月



バグ ID 6359564

次のすべての条件が当てはまる場合、ホットデスクを行なったときに画面が黒く表示
されます。

■ CDE を Solaris のデスクトップマネージャーとして使用する
■ -m オプションを使用するなどして、Sun Ray Connector を全画面モードにする
■ 画面ロックを有効にする

回避方法は、画面がロックされていない場合でも、ユーザーのパスワードを入力して
画面のロックを解除することです。これによって、セッションが正しく表示されま
す。

バグ ID 6360175

Windows 2000 に付属するいくつかのスクリーンセーバーには、多くのアニメーショ
ンが含まれています。Windows 2000 のスクリーンセーバーが動作している Sun Ray 
Connector のセッションは、Sun Ray サーバーの CPU を過負荷の状態にする可能性
があります (Sun Ray Connector および X サーバーは高い CPU 使用率を示します)。
この問題は Solaris 8 上でのみ発生します。

この問題の解決方法は、ユーザーセッションでこれらのスクリーンセーバーを使用し
ないことです。Terminal Services のセッション中にスクリーンセーバーを無効にす
る方法についての情報は、Windows のマニュアルを参照してください。

バグ ID 6361417

特定の状況下で、シリアルポートを Windows ターミナルサーバーに切り替えると、
Sun Ray サーバーの CPU が最大 99% 消費される場合があります。

バグ ID 6363133

いったんコピー＆ペースト操作を実行すると、それ以降同じ dtterm ウィンドウから 
Windows アプリケーションにコピー＆ペーストした場合、常に最初に行なった操作
のデータが示されます。

バグ ID 6382123

Windows と Red Hat のロック画面は、uttsc の -m オプションを使用すると、異な
る動作を示します。この問題を回避するには、次の手順を実行します。

■ Red Hat では全画面モードを使用しない。
■ -O オプションを使用して、ホットデスクでの切断および再接続を防ぐ。
■ サーバーに対する xscreensaver を無効にする。
Sun Ray Connector for Windows OS ご使用にあたって 3



注 – xscreensaver を無効にするとセキュリティーが保護されなくなるため、最良
の選択ではありません。

バグ ID 6383162

Windows アプリケーションのアクセス中に Sun Ray DTU から USB ディスクを取り
外すと、無効なマウントポイントが Sun Ray サーバーに残ります。

バグ ID 6387107

Windows ターミナルのセッションがアクティブな状態でホットデスクが繰り返され
ると、一部の Linux 実装で Sun Ray キーボードがハングアップすることがありま
す。

バグ ID 6394230

キーストロークの入力フォーカスがマウスカーソルに追従します。マウスカーソルを 
gedit などの Solaris または Linux のテキストエディタから Windows ターミナル
サーバーセッション上の同様のアプリケーションに動かすと、元のアプリケーション
が選択されたままであるにもかかわらず、マウスカーソルとともに入力フォーカスが
移ります。

バグ ID 6395420

ユーザーが画面上でウィンドウをすばやく動かすと、uttsc がセグメント例外を発
生する可能性があります。

バグ ID 6402004

Sun Ray Connector は、uttscwrap を使用して Solaris10 x86 上で起動されると、サ
ウンドデバイスを割り当てることができなくなります。その結果、オーディオが聞こ
えなくなります。この問題を回避するには、uttscwrap を使わずに直接 uttsc を起
動します。
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バグ ID 6404368

デフォルトでは、Sun Type6 日本語キーボードが認識されません。

解決方法:

「-k "sun(type6jp)"」オプションをつけて、uttsc もしくは uttscwrapper を
起動してください。

例:
% uttsc -k "sun(type6jp)" windows-server.sun.com

バグ ID 6408886

日本語ロケール上で、オプション無しで、uttsc もしくは uttscwrapper を起動し
た場合、Windows Server 上で MS-IME が有効になりません。

解決方法:

「-l ja:IME」オプションをつけて、uttsc もしくは uttscwrapper を起動して
ください。

例:
% uttsc -l ja:IME windows-server.sun.com

TSOL の制限事項
ユーザーのアクセス権が制限されているため、uttsc は、Trusted Solaris プラット
フォーム上で新規のオーディオストリームを起動できません。その代わり、デフォル
トセッションのオーディオストリームを継続して使用します。したがって、常に 
TSOL サーバー上で再生できるオーディオアプリケーションは 1 つだけです。

Windows の制限事項
Windows 2000 上では、次の機能はサポートされません。

■ オーディオ
■ ドライブのマッピング
■ シリアルポートの切り替え
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マニュアルの発行
本製品の最新バージョンのマニュアルは、Sun Download Center (SDLC) から入手で
きます。
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